
添付資料_⑯

検査名称 JLAC10コード 検査名称 JLAC10コード 対応方法 対応なしの理由 検査名称 JLAC10コード

尿蛋白定性 1A0100000001***11 尿定性-尿蛋白定性 1A9900000001***53 追加 尿蛋白定性【特定健診専用コード】 1A010000000190111

尿糖定性 1A0200000001***11 尿定性-尿糖定性 1A9900000001***54 追加 尿糖定性【特定健診専用コード】 1A020000000190111

尿比重 1A0300000001***01 尿定性-尿比重 1A9900000001***51 追加 尿比重【特定健診専用コード】 1A030000000190101

尿潜血定性 1A1000000001***11 尿定性-尿潜血定性 1A9900000001***59 追加 尿潜血定性【特定健診専用コード】 1A100000000190111

白血球数 2A0100000019***01 血算-白血球数 2A9900000019***51 追加 白血球数【特定健診専用コード】 2A010000001930901

赤血球数 2A0200000019***01 血算-赤血球数 2A9900000019***52 追加 赤血球数【特定健診専用コード】 2A020000001930901

血色素量(ヘモグロビン値) 2A0300000019***01 血算-ヘモグロビン 2A9900000019***53 追加 血色素量【特定健診専用コード】 2A030000001930901

ヘマトクリット値 2A0400000019***02 血算-ヘマトクリット 2A9900000019***54 追加 ヘマトクリット値【特定健診専用コード】2A040000001930902

血小板数 2A0500000019***01 血算-血小板数 2A9900000019***58 追加 血小板数【特定健診専用コード】 2A050000001930901

MCV 2A0600000019***01 血算-MCV 2A9900000019***55 追加 MCV【特定健診専用コード】 2A060000001930901

MCH 2A0700000019***01 血算-MCH 2A9900000019***56 追加 MCH【特定健診専用コード】 2A070000001930901

MCHC 2A0800000019***01 血算-MCHC 2A9900000019***57 追加 MCHC【特定健診専用コード】 2A080000001930901

尿沈渣(所見の有無)定性 1A1051607001***11 対応なし

尿沈渣(所見) 1A1051608001***49 対応なし

便潜血定性 1B0300000015***11 追加 便潜血定性（グアヤック法） 1B030000001590111

空腹時血糖 3D0100000019***01 血糖 3D0100000019***01 対応なし

空腹時血糖（血漿） 3D0100000022***01 血糖 3D0100000022***01 対応なし

随時血糖 3D0101299019***01 対応なし

随時血糖（血漿） 3D0101299022***01 対応なし

PSA(前立腺特異抗原)（定性判定）5D3050000023***11 前立腺特異抗原(PSA) 5D3050000023***01 対応なし

ペプシノゲン 3B3300000239***11 対応なし

梅毒反応（定性） 5E0710000023***11 追加 梅毒定性（ガラス板法） 5E071000002311711

HBs抗原 5F0161410023***11 対応なし

HCV核酸増幅検査 5F3601450023***11 対応なし

HCV抗体 5F3601495023***11 対応なし

HCV抗体(力価) 5F3601497023***11 HCV抗体定量･力価 5F3601485023***04 対応なし

HCV抗原検査 5F3601500023***11 HCVコア蛋白 5F3601500023***01 対応なし

血液型(ABO) 5H0100000019***11 追加 血液型(ABO) 5H010000001910111

血液型(Rh) 5H0200000019***11 追加 血液型(Rh) 5H010000001910111

尿沈査、ペプシノゲン、PSA定性は、施設毎の運用が大きく異なる可能性があったり、実施頻度が低いと思われる項目のため運用事例表に掲載する必要性が少ないと考える。

血糖項目については、「0000」を空腹時と指定することは運用中の施設に対する影響も大きい事が予想されるため今回は不適と考える。

「1299」を用いた「随時血糖」を掲載することで、「0000：指定なし」との混乱が発生する懸念があり、今回は不適と考える。

肝炎項目は、採用する試薬機器によりコードが変わるために、特定検診用として固定することは困難と考える。

要望項目 事例表掲載JLAC10 事例表掲載単位

尿蛋白定量濃度　クレアチニン補正価1A015000000127128 g/dL・Crea

尿蛋白一日量 1A015000000427126 g/day

non-HDLコレステロール 3F069000002391901 mg/dL

・肝炎項目は、採用する試薬機器に
よりコードが変わるために、特定健
診用として固定することは困難であ
る。

・施設毎の運用が異なる可能性がある。

・実用頻度が低いと思われる

・「0000」を空腹時と指定すること
は、運用中の施設に対する影響が
大きい。

１．特定健診コード表と運用事例表での不一致項目について

２．運用事例表への追加要望について

現状 検討結果

特定健診コード表 運用事例表 運用事例表修正案

・識別「0000」は指定なしを示し、運
用例としても「1299」を用いる例はな
かった。運用事例表として指定する
ことでかえって混乱を招く可能性が

ある。


